
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成３０年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 3. 敬老事業運営事業

2. 老人福祉費

1. 老人福祉総務費 高齢者福祉課

（佐倉市）　　

第１章
思いやりと希望にみちたまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 56,398 基本施策４
高齢者支援の充実 平成29年度 -

平成30年度 -

施策１
高齢者が楽しく生きがいのある暮らしづくりを推進 平成31年度 -

します 平成32年度 -

0

42,047 42,047

業務委託により市内小中学校体育館等を会場に敬老会を ・敬老会を開催することで、社会の発展に寄与してきた ・敬老会の案内を訪問により行うことで、地域高齢者と

開催します 高齢者に対して敬老の意を表すものです。各小中学校の体育館などを会 の交流を図ります。

場として、敬老会を開催し、地域住民とともに地域ぐるみの福祉を推進 ・敬老会を通じて高齢者同士、または高齢者と異世代との交流を図り、

します。 高齢者の生きがい創出を図ります。

敬老事業については、高齢者人口の増加とともに 75歳以上の敬老記念品（商品券1,000円分)は廃止

、その対象者、方法等について適宜見直しが必要。 。

90歳の敬老記念品（商品券)は半減の5,000円分とする。

13 42,047 65,039 △22,992

差引一般財源 0 42,047 0 42,047


